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第一章 ファイナンスと財務担当者 (P. 5 ~ P. 18) 

2013年 4月 9日 

担当:阿部 

 

1. 1株式会社とは何か 

 

・株式会社：株主によって組織された、営利を目的とした会社。 

企業の株式を持つ株主によって所有されている。 

 

・公開会社と非公開会社：公開市場で株が取引きされているかいないかの違い 

 

・株式会社の特徴 

1.所有と経営の分離：株主は会社を所有するが、経営は行なわない。 

取締役会(株主の代表、最高経営幹部と社外取締役からなる) 

2.有限責任：株主は投資額以上の損はしない 

3.定款：地域の法律に従った株式会社の決まり、会社はその地区の居住者(法人) 

 

・株式会社の不利な点：株主との意思疎通に時間とコストがかかる 

二度の課税(利益と配当) 

 

1. 2財務担当者の役割 

 

・金融資産(有価証券)：実物資産が生み出す利益とその金利に対する請求権。 

現金と金融資産の交換 

 

・財務担当者：会社の事業運営と金融市場の間に位置する。 

 

・財務担当者の課題 

1.会社の投資ないしは資本支出予算の決定 

2.会社の資金調達の決定 

 

1. 3財務担当者とは誰か 

・財務担当者:重要な投資あるいは資金調達の決定に責任を持つあらゆる人 

・財務部長:会社の資本を獲得し、管理する人 

・経理部長:資金が効率的に使われることを確保する人 

・最高財務責任者(CFO):財務上の運営方針および経営企画に責任を有する人 
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1. 4所有と経営の分離 

・所有と経営の分離：株主は会社を所有するが、経営は行なわない。 

・プリンシパルエージェンシト問題 

→ 株主と経営者の対立 

財務担当者は情報の非対称性を認識し投資家を安心させる方法を見つける必要がある。 

 

コメント 

・非公開会社であり続ける利点はどこにあるのだろうか 

・アメリカでは二度の課税が行われているとあったが日本ではどのようにしてさけてい

るか興味をもった。 

・プリンシパルエージェンシト問題は単純に株主と経営者の間での問題だと思っていた

がそうでないことがわかり良かった。 

 


